
 
 

ILC-ドミニカ共和国 

活動報告（2009－2010） 

 

ILC-ドミニカ共和国のミッション 

健康的なプロダクティブエイジングを推進すること、そしてそれと同時に高齢化問題に対する

社会の前向きな取り組みを支援することが我々のミッションである。そのために、高齢者は社

会の重荷ではなく、むしろ財産であることを明確にする。また、高齢者の社会に対する貢献を

評価し、高齢者に配慮した国の開発計画作成を推進する。 

 

1. 活動 

（1） パリで開催された ILC年次総会 IAGG 世界会議に参加した後、私達はサントドミンゴに戻

り、2009 年世界高齢者デーの準備を開始した。ペレイラ理事長は｢ドミニカ共和国 高齢者の

尊厳ネットワーク｣の代表に任命された。このネットワークはドミニカ共和国の、｢高齢者の

為に、高齢者と共に｣活動する 17 の団体の集まりであり、私達はこのネットワークとコラボ

レーションしながら主に以下の二つの活動を行なった。 

a) サントドミンゴの貧困地域とその他 3地域に住む高齢者(400名)のための大パーティを実施。

このパーティ実現には、副理事長の職場や企業グループの協力も得た。 

b) ドミニカ共和国政府に、a)の参加者にとっての優先事項を 2つ要求した。第一に、65歳以

上の高齢者で主に貧困地域に住む人々を対象とした連帯年金。第二に、彼らが入れる公的医

療保険制度の設立。私達はこの要求書への対処をお願いするために、我が国の副大統領であ

る Raphael Alburquerque氏と会合を持った。 

 

 

(左から順に) De Aza基金の理事長の Faustino De 

Aza 氏、 ILC ドミニカ共和国理事長の Rosy 

Pereyra氏、副大統領 Raphael Alburquerque氏、

ILC ドミニカ共和国役員の Amelia Cordero 氏、

Dominican Network for Dignity in Old Age のメン

バーである Bolivar Terrero氏. 



 

（2）高齢者の大多数の健康保険加入を検討するため、国民健康保険の Altagracia Guzman 理事

長と会合を持った。 

我が国の社会保障体制は以下の 3つの制度で成り立っている。 

· 民・官のフルタイムで就労している社員・職員が対象の拠出制の制度。 

· 全ての自営業者と中小企業経営者などを対象とした拠出制の制度。これは政府が助成金
を出している。 

· 無拠出の制度。これに高齢者の 80％以上が含まれる。この理由は、多くの人が約 20 年

前まで農村で生活し、正規の就労経験を持たず、どの保険にも加入していなかったこと

が挙げられる。この制度は全額を政府が負担している。 

 

（3） 65 歳以上の人が年金を受給できるよう、社会保障法の無拠出制度を実行する必要性を

訴えるため、社会保障審議会の議長と会談した。 

 

（4）｢唯一の受益者制度｣ のMirian Rodríguez 理事長と会談した。目的は、より多くの高齢者

をその制度の対象とするよう、調整してもらうことである。｢唯一の受益者制度｣ は、我が国

の最貧困者に金銭的援助を行う制度として作られたものである。データによると、ドミニカ

共和国の高齢者はこの制度の対象となるべき要件を全て満たす状態にあり、優先的に加入さ

せるべきにもかかわらず、現実にはそうなっていない。現在この制度の受益者のうち、高齢

者の占める割合は僅か 8％である。困窮している高齢者を確認し、彼らを対象に入れる必要

があるという申し立てを私達は行った。 

 

2. 2010年の活動と会議 

数多くのテレビやラジオ出演の他、ペレイラ理事長はさまざまなトピックの講演依頼を多

くの団体から受けた。 

· 1月 15日 ｢アルツハイマー病は遺伝するか？｣ドミニカ共和国アルツハイマー病協会 

· 2月 26日 ｢高齢者の転倒 原因と結果｣ドミニカ高齢者レジデンシー協会  

· 3月 26日 ｢アルツハイマー病における最近の進歩｣ドミニカ老年医学学会  



· 5月 28日 ｢高齢期の虚弱化を予防するための運動と栄養｣                                                                    

ドミニカ共和国 高齢者の尊厳ネットワーク  

· 6月 25日 ｢アルツハイマー病患者の QOLをいかにして向上するか｣                       

ドミニカアルツハイマー病協会 

· 7月 30日 ｢施設の高齢者の介護｣ドミニカ高齢者レジデンシー協会  

· 8月 27日 ｢一般的な慢性疾患を予防する生活スタイル｣                                     

ドミニカ共和国 高齢者の尊厳ネットワーク 

· 9月 27日 ｢国際高齢者デー2010｣を控えた記者会見。  この模様は大きく放送された。 

9月 29日に私達はニューヨークで行われたバトラー氏の追悼式と ILCミーティングに出

席した。  

 

3. 進行中のプロジェクト 

｢ドミニカ共和国の高齢者の全体像｣ 

 

4. 財政支援が必要なプロジェクト 

ドミニカ共和国の高齢者の健康状態 

 

5. パートナーシップ 

· Help Age International 

· ADA  

· UNFPA (United Nations Population Fun)国連人口基金 

· INPEA 


